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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】散弾銃の銃身に設けられ、鉛弾のばらつきを変
化させるチョークにおいて、交換が容易でかつ弛みの発
生しない取り付け構造を提供する。
【解決手段】滑らかな銃身２を備えた小火器に取付けて
用いられ、その取付けと取りはずしをするための機構的
結合手段８，９を備えた交換式チョーク３において、該
チョーク３を銃身２との間の少なくとも１ケ所で密閉で
き、また射撃の最中にチョークのねじ締めが弛むのを防
止できるように、チョーク３が別途密閉手段１６を備え
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　滑らかな銃身（２）を備えた小火器に取付けて用いられ、その取付けと取りはずしをす
るための機構的結合手段（８，９）を備えた交換式チョーク（３）において、該チョーク
（３）を銃身（２）との間の少なくとも１ケ所で密閉できるようにチョーク（３）が別途
密閉手段（１６）を備えていることを特徴とする交換式チョーク（３）。
【請求項２】
　前記の機構的結合手段（８，９）がねじ山として形成されていることを特徴とする請求
項１に記載の交換式チョーク（３）。
【請求項３】
　前記の密閉手段（１６）が例えばゴム、エラストマー又は熱収縮性材料のような可撓性
材料で出来た密閉リングによって実現されることを特徴とする請求項１又は２に記載の交
換式チョーク（３）。
【請求項４】
　前記の密閉手段（１６）が、例えば金属又は硬いプラスチックのような合成材料によっ
てピストンリングの形状で実現されることを特徴とする請求項１又は２に記載の交換式チ
ョーク（３）。
【請求項５】
　前記チョークの内筒（５）に密閉手段（１６）を例えば成形により恒久的に設けること
を特徴とする、先行する請求項のいずれか１つに記載の交換式チョーク（３）。
【請求項６】
　チョーク（３）の外側面（１５）に設けた縮小部分（１５）に密閉手段（１６）を備え
たことを特徴とする、先行する請求項のいずれか１つに記載の交換式チョーク（３）。
【請求項７】
　前記縮小部分（１５）を内筒（４）の斜切部（１３）に設けたことを特徴とする請求項
６に記載の交換式チョーク（３）。
【請求項８】
　斜切部（１３）が錐形状に細くなっていることを特徴とする請求項７に記載の交換式チ
ョーク（３）。
【請求項９】
　機構的結合手段（８）を内筒（４）の一方の先端部に設けたこと、及び密閉手段（１６
）を内筒（４）の他方の先端部に設けたことを特徴とする、先行する請求項のいずれか１
つに記載の交換式チョーク（３）。
【請求項１０】
　密閉手段（１６及び１８）を内筒（４）の２つの先端部（７及び１２）に設けたことを
特徴とする、先行する請求項のいずれか１つに記載の交換式チョーク（３）。
【請求項１１】
　チョーク（３）の銃身（２）の中へのねじ締めの螺合が始まる時には未だ密閉手段（１
６）が銃身（２）に接触することがないようなねじ結合によって前記機構的結合手段（８
，９）を実現することを特徴とする、先行する請求項のいずれか１つに記載の交換式チョ
ーク（３）。
【請求項１２】
　チョーク（３）の外側面（１５）と、銃身（２）に設けたチョーク（３）用ハウジング
（１０）がそれらの全長に亘って円筒形状を成していることを特徴とする、先行する請求
項のいずれか１つに記載の交換式チョーク（３）。
【請求項１３】
　先行する請求項のいずれか１つに記載の交換式チョーク（３）を備えたことを特徴とす
る、滑らかな銃身（２）を備えた小火器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は滑らかな銃身を備えた小火器用の交換式チョークに関するものである。
【０００２】
　特に本発明は、良く知られているような一定量の小さな弾丸、小さな鉛弾又はその他の
材料で出来た銃弾を装填する散弾銃の弾薬筒を備えた小火器に関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　弾薬筒の鉛弾を発射すると、鉛弾の着弾位置には一定のばらつきがあり、そのばらつき
は着弾位置までの距離に比例して大きくなることは知られている。
【０００４】
　前記のばらつきは、いわゆるチョークの使用によって変化させることができる。
【０００５】
　この種のチョークの目的は鉛弾のばらつきをより大きくしたり或いはより小さくするこ
とにあり、そこではチョークは銃身が延伸しているその内側で延伸し、鉛弾の通り路を形
成するものであり、またチョークの内径は銃身の銃口方向に向かうに従って小さくなって
いる。
【０００６】
　次第に狭くなっていく通り道の道筋によって鉛弾の着弾位置の集中の度合いが定まる。
【０００７】
　該通り路が狭くなればなる程、着弾位置の集中の度合いが高くなる。
【０００８】
　銃身の内径と銃口の内径との差は「チョーケージ（絞り）」という言葉によって表わさ
れる。
【０００９】
　標的の種類及び標的までの距離に応じて、より大きなチョーケージ（絞り）又はより小
さなチョーケージ（絞り）が望ましいものとして示される。
【００１０】
　従来より、小火器用チョークには２つのカテゴリーのもの、すなわちいわゆる固定チョ
ークと交換式チョークがある。
【００１１】
　固定チョークの場合は、チョーケージ（絞り）はひと続きの銃身において実現される。
その目的のため、銃身の銃口の直径は所望のチョーケージ（絞り）ごとに様々なものがあ
る。
【００１２】
　上記の固定チョークは他に何のメンテナンスも必要としないという点で優れている。
【００１３】
　しかしながら、固定チョークの場合は、射撃者の必要に応じてチョーケージ（絞り）を
変更することができない点で不都合である。
【００１４】
　これ以外に、交換式チョークというカテゴリーのものが知られている。
【００１５】
　交換式チョークは、銃身の銃口の内側に取付けられた熱処理済の鋼鉄製内筒を、その構
成要素として含んでいる。
【００１６】
　ここでも、チョーケージ（絞り）の原理は、銃身の銃口の方向に向かうに従って内径を
減少させることに基づいている。
【００１７】
　この種のチョークの優れた点は、出口の直径が別の大きさのチョークに付け換えるか、
又はチョーケージ（絞り）が可変式のチョークを用いることによって、チョーケージ（絞
り）を射撃者のニーズに容易に適合させることができる、ということである。
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【００１８】
　これらの交換式チョークの不都合な事柄の１つは、射撃をしている間にねじが弛んでし
まう傾向があるということである。
【００１９】
　これらの交換式チョークの別の不都合な点は、チョークが銃身の中にロックされた状態
となり動かせなくなってしまうことがあることである。
【００２０】
　確かに、チョークの外径と、銃身に形成されたチョーク用座部又はハウジングとの間に
は有用な隙間が不可欠である。
【００２１】
　しかしながら、結果として、火薬や詰物や鉛弾の残りかす等がチョークと銃身との間の
空間に侵入して、しばらくすると、積み重なったほこりによってチョークが小火器の銃身
の中にロックされた状態になり動かせなくなってしまうことがある。その場合は、鉄砲鍛
冶の専門家にその部品を取りはずすよう依頼しなければならないかもしれないし、或いは
ダメージを与えないでチョークを取りはずすことが完全に不可能になってしまうかもしれ
ない。
【００２２】
　チョークを銃身に形成されたチョーク用ハウジングにねじ締めするための外側ねじ山を
チョークに設け、その目的のために、それに対応するねじ山を該ハウジングに設けた実施
例においては特に問題がある。常に精巧なねじ山が好ましいので、このねじ機構の部分は
、ねじを施したチョークというものについて細心の注意を要する１つのポイントである。
【発明の概要】
【００２３】
　本発明は上述の不利な点及びその他の不利な点のうちの１つ又は幾つかについての解決
策を与えることを目的とする。
【００２４】
　この目的のため、本発明は、滑らかな銃身を備えた小火器に取付けて用いられ、その取
付けと取りはずしをするための機構的結合手段を備えた交換式チョークにおいて、該チョ
ークを銃身との間の少なくとも１ヶ所で密閉できるようにチョークが別途密閉手段を備え
ていることを特徴とするものである。
【００２５】
　その密閉手段を使用することについての優れた点は、実際にチョークがその取付け位置
においてロックされた状態になって動かせなくなるおそれがないことである。なぜならば
、それらの密閉手段はいかなるほこりも、すなわちいかなる火薬、詰め物或いは鉛弾のか
すも、チョークと、銃身に形成されたチョーク用ハウジングとの間に蓄積するのを防止し
、長い射撃時間の後でさえチョークを容易に取りはずすことを可能にするからである。
【００２６】
　ほこりがたまることをも防止することのさらなる優れた点は、チョーク及び銃身のメン
テナンスがより容易になり、小火器の専門家の助けはもはや必要でなくなることである。
【００２７】
　従来より、上述の機構的結合手段はねじ結合の形で形成されている。
【００２８】
　本発明についての他の実施例を排除しないまでも、この実施例は以下の説明の基礎とな
る。
【００２９】
　上述の優れた点はこの実施例にも当てはまる。より詳しく述べるならば、本発明は、精
巧なねじ山を含むねじの施されたチョークがいかなるロック状態をも生じさせない効果的
な防止策を提供するものである。
【００３０】
　１つの好ましい実施例においては、密閉状態はチョークの外側面に設けた縮小部分又は
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凹部に取り付けたエラストマー若しくはその他の可撓性を有する材料若しくは熱収縮性を
有する材料で形成された密閉リングによって実現される。
【００３１】
　この実施例についての１つの優れた点は、実際的に射撃の最中にチョークのねじ締めが
弛むおそれがないことである。圧縮された密閉リングとの接触によって生ずる摩擦力によ
って、チョークを取り外すのに必要な偶力に対抗する偶力が生ずるからである。
【００３２】
　前記外側面の縮小部分に密閉リングを取り付けることによって、チョークを銃身の中に
挿入するときに密閉リングが動かされるのを防止できる。
【００３３】
　１つの変形例によれば、例えばチョークに密閉手段を成形するか或いは特殊な接着剤に
よってチョークに密閉手段を恒久的に取り付けてもよい。
【００３４】
　密閉手段を可撓性のある材料によって実現する代わりに、金属又は硬いプラスチックの
ような剛性材料を用いることもできる。
【００３５】
　この種の材料を用いる場合、例えば燃焼機関におけるシリンダーをピストンリングで密
閉する原理に倣って該ピストンリングの形状で密閉手段を実現することもできる。
【００３６】
　本発明の特徴をより良く説明するために、滑らかな銃身を備えた小火器に取付けて用い
る本発明による交換式チョークの好ましい実施例を、添付図面を参照しながら、下記のと
おりほんの一例としていかなる限定もしないで説明することとする。
【００３７】
　この装置の仕組みは非常に単純であり、それは以下に記したとおりである。
【００３８】
　第１図は、チョーク３が取付けられた銃身２の銃口１側の先端部を図示したものである
。
【００３９】
　チョーク３は主として、概ね円筒形の外側面５と鉛弾の通り路を成す内側面６とを有す
る内筒４によって構成される。該内側面６は、内筒４の一方の先端部７の方向に、すなわ
ち銃身１の銃口に位置する先端部７の方向に延伸するに従って狭くなっている。
【００４０】
　前記の先端部７には機構的な結合手段を備えている。該結合手段は、ここでは内筒４の
一定の長さに亘って外側面ねじ山８の形で形成されていて、それは銃身２の銃口に設けら
れた内側面ねじ山９と螺合することができるようにしてある。該銃身２には、銃身２の一
部を構成する座部又はハウジング１０が設けられていて、その部分は銃身２の孔１１の内
径ｄよりも大きな内径Ｄを有している。
【００４１】
　前記チョーク３の他方の先端部１２、すなわち内側の方向に向かった先端部１２には錐
形状の斜切部１３を備え、該斜切部１３は前記先端部１２の方向に延伸するに従って錐形
状に細くなっている。
【００４２】
　銃身２に形成されたチョーク用ハウジング１０には傾斜部１４が設けられ、該傾斜部１
４は銃身２の銃口から離れる方向に延伸するに従って狭くなっている。
【００４３】
　チョーク３の斜切部１３には縮小部分が設けてあり、そこにエラストマー又は熱収縮性
材料で出来た密閉リング１６の形の密閉手段を備えている。
【００４４】
　前記チョーク３の寸法並びに銃身２に形成されたチョーク用ハウジング１０の寸法は、
常にこれら両者の間に有用な隙間１７を確保するような寸法にする。
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【００４５】
　第１図において示した直径、すなわち前記チョーク３の先端部７の直径ｄ１及び孔１１
の直径ｄはそれぞれ該チョーク３のチョーケージ（絞り）を決定する。
【００４６】
　本発明によるチョーク３の使用方法は非常に簡単であり、それは以下に記述したとおり
である。
【００４７】
　前記チョーク３はその錐形状の先端部１２と共に、銃身２に形成されたチョーク用ハウ
ジング１０の中に挿入され、そのあと第３図に示すように、密閉リング１６がチョーク３
の斜切部１３と銃身２の傾斜部１４との間で圧縮されるように、チョーク３をねじ山８及
び９によってねじ締めする。それにより、弾薬筒の銃弾を打っている最中に、前記の２つ
の部材の間に有用な隙間１７によって作られた空間がいかなる火薬の残りかすによっても
覆われることがないような効果的な密閉状態を確保することができる。
【００４８】
　前記の対応する斜切部１３と傾斜部１４によって、チョーク３を取り付ける際にチョー
ク３を中心に位置させるのが容易になり、また、ねじ山８とねじ山９とを螺合させ始める
のも容易になる。
【００４９】
　前記２つのねじ山が螺合し始める時には未だ密閉リング１６が銃身２と接触しないよう
なチョークの長さに設計するのが好ましい。
【００５０】
　その結果、該ねじ山が螺合し始める段階においては、密封リング１６と銃身２との何ら
かの接触によって引き起こされる力を処理する必要がないので、取付け作業の最初の部分
が非常に簡単なものとなる。
【００５１】
　第２段階においては、前記チョーク３と銃身２とを互いに十分にねじで締め付けて完全
な結合を確保した後は密閉リング１６は銃身２と接触するようになる。
【００５２】
　ねじ締めを続けている間、密閉リング１６は密閉手段としての役割を果たすことができ
るように圧縮される。
【００５３】
　そのようにして確保した密閉状態は、射撃をしている間中いかなる火薬の残りかすも該
密閉リング１６を通り抜けるのを防止する。従って、他からの影響を受けやすいねじ８と
ねじ９との関係部分並びに有用な隙間１７となるように作られた空間にはいかなるほこり
の蓄積もない。
【００５４】
　その結果として、取り外しにはいかなる問題も生じず、必要なメンテナンスは限られた
ものとなる。
【００５５】
　本発明によれば、斜切部１３と傾斜部１４は厳密に言えば必ず必要というわけではなく
、また例えばその全長に亘って円筒形状を有する内筒４もまた本発明の保護範囲内にある
ことは明白である。その場合に、前記円筒形外側面５の縮小部分に密閉部材を設けてもよ
いし、或いは内筒４の先端部の面に凹部を作ってそこに密閉部材を設けてもよい。
【００５６】
　実施例においては、斜切部は内筒４の先端部１２に位置しているが、斜切部を別の場所
にすることを排除するものではない。
【００５７】
　機構的結合手段の位置並びに密閉手段の位置は、本発明の範囲内で本発明の実施例で用
いられているものに関連させて変更することができる。
【００５８】
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　本発明の別の実施例は第４図に示してあり、それはチョーク３に、孔側の第１密閉リン
グとは別個に銃口側に第２密閉リング１８を設けるものである。該密閉リング１８は第１
密閉リング１６を形成するために用いられるのと同じ手段によって形成される。
【００５９】
　この変形例は以下の点において優れている。すなわち、チョーク３を完全に取り付けれ
ば水はもはやチョーク３の外側と銃身２のハウジング１０との間を通り抜けることはでき
なくなり、また銃身２とチョーク３との間に酸化と粘着を伴いうる寄生虫の粒による汚染
などは一切なくなる。密閉リング１６の代わりに、本発明の範囲内で上記の幾つかの変形
例を用いてもよい。
【００６０】
　本発明は例を示して上述したり添付図面によって示した実施例に限定されるものでは決
してない。それとは逆に、本発明による滑らかな銃身２を備えた小火器用の交換式チョー
ク３は、本発明の範囲内であらゆる形状と寸法によって実現することができる。
【００６１】
　そのことは銃身２に形成されたチョーク３用のハウジング１０についても当てはまる。
【００６２】
　また、密閉リング１６を銃身２に形成されたチョーク３用のハウジング１０に取り付け
るという別のやり方も本発明の範囲内にある。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】滑らかな銃身を備えた小火器の銃身に取り付けた本発明による交換式チョークを
図示したものである。
【図２】第１図において「Ｆ２」として示した部分を拡大して示したものである。
【図３】第１図に類似した図であるが、ここではチョークが部分的に取りはずされた状態
を示している。
【図４】第１図に類似した図であるが、ここでは２つの密閉リングを含んだ形態が示され
ている。
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